
第 47 回島根県対策本部会議の開催結果について 

本日、標記会議を開催しました。概要は下記のとおりです。 

日 時：令和３年９月２７日（月） 14:30～14:50 

場 所：島根県庁６階 講堂 

出席者：知事、副知事、教育長、県警本部長、各部局長、女性活躍推進統括監、

関係課長 計２３名 

内 容：以下のとおり 

１．県内の患者発生状況等について

（１）県内の患者発生状況について 

健康福祉部（健康福祉部長） 

① 県内の感染者の状況等について説明  【資料１】  

・９月は昨日２６日までに２２３人の感染者が確認され、８月の感染者

数は６２９人となっています。 

・８月は月ごとでみると、これまでで最多となります。 

・この９月の感染者数は、現時点では８月に次いで、２番目に多くなっ

ています。一方で８月と比較しますとその数は約３分の１と、大きく

減少しているという状況です。 

・９月に入り、上旬は２桁の日が多く、中旬以降は、一日の感染者数が

一桁という日も増えてきています。 

・感染の経路としては、県外との往来や県外の人との接触を由来とする

事例が多く見られ、また、家庭内で感染するケースも多く、家庭内に

おける感染対策が重要となっています。 

・保健所においては、端緒となります感染の確認後、迅速に疫学調査を

行い、幅広に検査を実施し、これにより感染者の確認と、さらなる感

染を抑えることにつなげられているものと考えています。 

・また、保健所への応援体制をとることにより、この対応を継続して行

っているところです。 
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島根県防災部防災危機管理課 

担当：長廻、吉永 

電話：0852-22-6486 



・資料１の２ページ、３の病床等の状況は、医療提供体制として、この

ページの中ほどの表となりますが、現在、即応病床は２７６床として

おり、昨日（２６日）時点での入院患者数は４１人、病床使用率は、

確保病床で１２．７％、即応病床で１４．９％となっています。 

・この入院患者の他、グラフの下になりますが、昨日時点での入院調整

が終わり、本日入院予定の方が５人、入院調整中の方が２人となって

います。 

・資料１の３ページの入院以外の療養の状況につきましては、９月２６

日時点で宿泊療養者及び自宅療養者は、ともに０名という状況になっ

ています。 

・今後とも、医療機関など関係者のご協力をいただきながら、医療提供

体制の確保や診療・検査体制の強化に努め、引き続き、積極的な調査、

検査を行うとともに、県民の皆様へ３密の回避など基本的な感染対策

の呼びかけを行ってまいります。 

（２）全国の感染状況及びステージ判断のための指標との比較について 

防災部（防災危機管理課長） 

① 全国の感染状況について説明            【資料２】 

② 「ステージ判断のための指標」との比較について説明 【資料３】 

・本日、１０時時点で、ステージ判断のための指標の①から⑤のすべて

について、ステージⅢの目安を下回っている状況となり、指標の内、

①の病床のひっ迫具合、②の療養者数、④の新規陽性者数については、

概ね今回の感染の拡大傾向となる前の７月中旬の数値まで、改善して

いる状況です。 

・島根県の感染状況について、先ほどの健康福祉部からの説明と、ステ

ージ判断のための各指標の状況を踏まえまして、島根県の状況は、ス

テージⅢ相当を脱し、ステージⅡ相当であると、判断してよろしいで

しょうか。 

・【知事】各指標の数値がいずれもステージⅢの目安を下回っているこ

とや、自宅療養者数が改善していること、一方で、感染者は連日確認

されていることを勘案し、感染状況はステージⅡ相当ということで対

応していきたいと思います。 



２．島根県の対応について 

健康福祉部（健康福祉部長） 

① 入院医療体制について説明          【資料４】 

・８月に急速に感染者数が増加したため、８月１８日から、病床確保計画

の第５段階の運用を行っています。 

  具体的には、図の下側の方になりますが、第４段階から第５段階といっ

た部分になります。 

  １）まず、医師によるメディカルチェックにより入院の必要性の判断を

行います。 

２）そして、中等症以上または軽症者で重症化リスクがある方など入院

の必要がある場合には、入院をしていただきます。 

３）入院の必要性が低いと判断される場合には、県内３カ所に設置した

宿泊療養施設への入所、また、やむを得ない理由がある場合には自宅療

養とした対応としています。 

・資料４の２ページ、先ほど県内発生状況で説明したところですが、改め

て、昨日時点での入院患者数は、４１人となっております。これに、本

日の入院予定の方５人、入院調整中の方２人を加えると４８人となりま

す。 

 この病床確保計画上は、上側の入院のところを見ていただきますと、赤

い曲線があります。ここで第３段階における入院患者数のラインを５０

人と推計しておりますので、現在は、推計値とほぼ同等のレベルとなっ

ています。 

  今後、シルバーウイークの人の移動等も考慮いたしますと、病床確保計

画の上では、第３段階に相当する状況であると考えています。 

・また、第３段階における即応病床は１７０床ですが、新規感染者の発生

状況からは、感染者全員が入院した上でも、新たに治療が必要となる方

のための病床も確保できるという状況であります。 

  このため、運用におきましても、１ページ戻って頂きまして、資料４の

中ほどから上のところ、第３段階の対応といたしまして、原則入院いた

だく体制に移行できるものと考えています。 

・入院患者数や宿泊・自宅療養の状況を踏まえ、病床確保計画における段

階を５段階目から２段階引き下げ、３段階目としてよろしいでしょうか。 

・【知事】今の状況からして、第３段階目ということで対応してください。 



教育委員会（教育長） 

② 県立学校の部活動における対策の緩和について報告 

・先ほどのステージⅡ相当との判断を受けまして、県立学校に対して８月

２７日に行った学校の部活動における活動の制限を強化する要請につき

まして、１０月１日から緩和をすること。 

具体的には、 

①土日祝日を含む週２日以上の休養日を設けることを解除 

②活動時間を平日９０分以内、土日祝日１２０分以内とすることの解除 

③練習試合や合同練習、合宿、自主練習の禁止の解除 

などについて、また、併せまして、活動前の検温や健康状況の確認など

の感染症対策については引き続き取り組むよう、本日中に関係先に通知

いたします。 

商工労働部（商工労働部長） 

③ 再発見！あなたのしまねキャンペーン及び 

県外からの誘客施策の再開について報告        【資料５】 

・再発見あなたのしまねキャンペーン、#WeLove 山陰キャンペーンを含み

ますが、それ及び県外からの誘客施策を再開します。 

・県内での新型コロナウイルス感染症拡大により一時停止していましたキ

ャンペーンと県外の誘客施策を１０月１日から再開します。 

１の「再発見！あなたのしまねキャンペーン#WeLove 山陰キャンペーン

を含む」の再開につきましては、対象事業として、 

①島根・鳥取県内の宿泊施設での宿泊料の割引、これは、島根、鳥取県

民、いずれも対象です。 

②県内旅行会社が造成する旅行商品の割引、これは島根県民のみが対象

です。 

③しまねっこクーポンの配布、これも島根県民のみが対象となります。 

再開日及び事業期間は１０月１日から１２月３１日までとなります。 

・次に２の県外からの観光誘客施策の再開について、対象事業として、島

根県等が実施する県外からの観光誘客事業で、これまで停止していまし

た１１事業すべてを再開します。 

・対象地域といたしましては、緊急事態宣言まん延防止等重点措置さらに

は都道府県が住民に対して、不要不急の外出自粛を要請している地域を

除く地域とします。 

・再開日は１０月１日からです。事業によっては、準備期間が必要となり

ますので、再開の準備が整った事業から順次再開をします。 



防災部（防災危機管理課長） 

④ 島根県の対応（案）について説明            【資料６】 

３．知事指示事項 

県内や全国の感染状況を踏まえ、県民の皆様に、「島根県の対応」に基づいて

お願いをさせて頂きます。 

要請の期間は、令和３年１０月１日から当面の間とします。 

特にお願いしたい事項について申し上げます。 

１． ８月１８日に全ての都道府県との往来を控えて頂くようお願いしました

が、全国的にも県内でも感染状況が改善してきたことから、次のとおりお願

いします。 

今後、宣言の解除や措置が終了し、区域が変更となる可能性があります

が、緊急事態措置及び、まん延防止等重点措置を実施すべき区域に該当する

都道府県との往来は、引き続き控えてください。 

この他の地域については、これまで往来を控えて頂くようお願いしていま

したが、１０月１日からは、行き先の感染状況等を確認して頂き、行き先の

都道府県が住民に対して不要不急の外出自粛を要請している地域との往来に

ついては、慎重な判断をお願いします。特に、発熱等の症状がある場合は、

往来を控えてください。 

ただし、通勤を含めたやむを得ない仕事や、通学、転勤、就職活動、葬

儀・法要、看病・介護などでの往来は、発熱等の症状がある場合を除き、控

えて頂く必要はありませんが、「三つの密」の回避、「人と人との距離の確

保」、「マスクの着用」、「手洗いなどの手指衛生」、「換気」などの基本的な感

染対策や、ご親戚等の自宅で宿泊する場合については、家庭でできる感染予

防対策を徹底してください。 

なお、８月３０日から県内各事業所等に、県外出張や県外から人を招くこ

ととなる仕事の延期等をお願いしておりましたが、予定どおり９月３０日を

もって終了します。 

２． また、単身赴任中のご家族など自宅等に県外から帰県される方がいる場合

や、県内に単身赴任中で県外の自宅等に帰県される方についても、自宅等で

も家庭でできる感染予防対策を徹底してください。 

３． 先ほど、県内の感染状況について、ステージⅡ相当との判断をしました。 

入院医療体制については、先ほど健康福祉部から説明のあったとおり、病



床確保計画における段階を、最も厳しい第５段階から第３段階に引き下げて

運用することとします。 

また、県立学校の部活動における活動時間等の制限の緩和については、報

告のあったとおり、教育委員会において、関係先への連絡等をお願いしま

す。 

商工労働部から説明のあった観光キャンペーンについては、島根・鳥取両

県民を対象とした宿泊割引等を再開することとします。 

また、県外からの観光誘客施策についても、「緊急事態宣言や、まん延防

止等重点措置の対象地域」、「都道府県が住民に対して不要不急の外出自粛を

要請している地域」を除く地域からの誘客事業を再開いたします。 

４． 県民の皆様の仕事についての要請や、学校生活への追加の制限に併せ、飲

食の際の人数上限を４人以下とするようお願いしていましたが、感染状況が

改善してきたことから、上限を８人以下に変更いたします。 

引き続き、以下の事項については、徹底して頂くようお願いします。 

 「県外の方との飲食」は、引き続き、ノンアルコールの場合を含め、県

内でも県外でも、控えること。 

 県外の方と飲食された方や、県外の方の自宅で宿泊をされた方、県外か

らご家族やご親戚の方が自宅に帰省された方は、２週間経過するまでは参

加を控えること。 

 「接待を伴う飲食店」については、引き続き、 

① 県外での利用を控えること 

② 県内でも県外の方との利用を控えること 

 カラオケの利用が可能な店舗等では、マスクの着用やマイク、リモコン

等の消毒、歌唱にあたっては十分な距離を確保するなど、感染防止対策を

徹底すること。 

これらの内容については、今後の感染の状況によって、適宜、見直してい

きたいと考えています。 

５． 感染した方やその関係者などに対する、インターネットやＳＮＳ上での誹

謗中傷、うわさ話などは、感染拡大を招く行動となりますので、厳に慎んで

頂くようお願いします。 

そして、県や市町村などの公的機関が発信している情報に基づき、人権に

配慮した冷静な行動をとるようお願いします。 



県としましては、全国の感染状況、そして、県内の感染状況を注視し、国や

他の都道府県、医療機関、市町村等と十分に連携しながら、感染拡大防止、医

療提供体制の確保、そしてワクチン接種の円滑な推進、地域経済の回復に全力

で取り組んでいく考えでありますので、引き続き、県民の皆様のご協力をよろ

しくお願いします。 
































